
第22期（2026年度）メンバー募集のご案内

これからの経営監査を考える会
内部監査部門は、内部統制やリスク・マネジメントに係る問題点を洗い出し、その有効性評価に基づく改善提案を通して戦略目標の達成を図り、
企業価値の向上に貢献して企業の成長に資する役割を担っています。企業活動がグローバル化する中で内部監査部門もまた、内部統制
やリスク・マネジメントに対応して改善提案能力を高め、その役割を達成するように求められています。監査部門長は優れた内部監査人
を育成し、内部監査の品質を高めることにより、期待に応えてゆく必要があります。本会では、『企業の成長に資する内部監査の役割』を
目標に、監査部門長のための課題解決の場としてメンバー相互の交流を通じて、各社の課題解決につながる知恵とアイデアを共有し、
実践に繋げていきます。当期開催にあたり、上述活動趣旨に賛同いただける熱意ある方々の参加を心からお待ち申し上げます。
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～内部監査部長による相互啓発と異業種交流～

これからの経営監査を考える会 検  索

各社の内部監査部門の責任者およびマネジャー
※内部監査部門の実務経験期間は問いません。
※原則として例会には主登録者にご参加頂きますが、テーマや内容によって代理参加も可能です。

参
加
対
象

本年度の監査部門で特に力を入れたいこと ～「メンバ―交流シート」と「論点整理シート」を活用して意見交流～
会場のみ2026年9月11日㈮・12日㈯ 宿泊先：東レ総合研修センター（静岡県・三島）第２回例会 合宿研究会

メンバー討議

基調講演2026年8月6日㈭
内部監査の本質を考える

日本大学 商学部 特任教授  堀江 正之 氏

ご
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カリフォルニア大学ロサンゼルス校（UCLA）客員研究員を経て、1996年4月から日本大学商学部教授。2024年4月から現職。博士（商学）。日本内部監査協会
名誉会員。現在、会計検査院・情報公開・個人情報保護審査会委員、金融庁・企業会計審議会委員（監査部会長・内部統制部会長）、金融庁・金融審議会・サステナ
ビリティ情報の開示と保証のあり方に関するワーキンググループ委員、海上保安庁・入札監視委員、情報処理推進機構・契約監視委員、日本ガバナンス研究学会
（旧日本内部統制研究学会）理事、システム監査学会副会長、日本会計教育学会副会長、日本会計研究学会監事、会計教育研修機構監事、日本公認会計士協会・
監査保証基準委員会有識者懇談会議長、日本公認会計士協会・品質管理委員会委員などを兼任。また、日本監査研究学会会長、公認会計士試験委員、日本情報処理
開発協会・企業のIT統制に関する調査検討委員会委員長、金融情報システムセンター・システム監査指針検討部会座長、経済産業省・企業のＩＴ統制に関する調査
検討委員会委員、経済産業省・情報セキュリティガバナンス委員会委員、ガバナンスJIS原案作成委員会委員、大手監査法人の監査品質監督会議外部委員等を歴任。

第１回例会 会場・着席型 オンライン

ゲスト講演2026年10月22日㈭
押さえておきたいコーポレートガバナンス・コード改訂の要点

一橋大学大学院 経営管理研究科 教授  円谷  昭一 氏
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2001年、一橋大学商学部卒業。2006年、一橋大学大学院商学研究科博士後期課程修了、博士（商学）。2011年より一橋大学経営管理研究科 准教授、2021年
より現職。2019年、韓国外国語大学客員教員。専門は情報開示、コーポレート・ガバナンス。2007年より日本IR協議会客員研究員。日本経済会計学会理事、
日本IR学会理事。2017年よりりそなアセットマネジメント「責任投資検証会議」委員。2020年より金融庁「スチュワードシップ・コード及びコーポレート
ガバナンス・コードのフォローアップ会議」委員。2023年より「日経統合報告書アワード」副審査委員長。主著に『政策保有株式の実証分析』（日本経済
新聞出版,2020年6月）、『コーポレート・ガバナンス「本当にそうなのか？」2-大量データからみる真実』（同文舘出版，2023年3月）など。

第４回例会 会場・着席型 オンライン

ゲスト講演2026年12月10日㈭
内部監査の生成ＡＩ活用 ～「ツール」から「もう一人の監査人（エージェント）」への進化～

フロンティア·アドバイザリー ·アンド·コンサルティング㈱ 執行役員  土田  浩之 氏
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PwC、Deloitte、Tech系スタートアップ等で15年以上にわたりグローバルの内部監査業務や経営管理業務等に従事。グローバルの製造業、ITサービス業、金融機関等の
クライアントを中心に、アジアや米欧諸国等20か国以上で海外子会社の内部監査コソーシング/アウトソーシング等を提供した経験を有する。フロンティア参画後は、シリ
コンバレーに米国法人Front-IA Innovationsを設立し、日米で内部監査/GRCアドバイザリーサービスの提供と内部監査実務における生成AI活用の研究開発等を行う。

第５回例会 会場・着席型 オンライン

ゲスト講演2026年10月8日㈭
GIASの企業に与える影響について ～新たなフェーズに入ったGIASへの対策～
㈱STAGEON 常勤監査役／一般社団法人日本内部監査協会  理事／ IIA Institute Relations Committee Member  吉武  一 氏
ご
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1979年 協和銀行（現りそなホールディングス）入行。ニューヨーク支店シニアマネージャー、都内支店長を経て、業務監査部副部長、上席内部監査員。2002年～
2008年 日本ユニシス（現ＢＩＰＲＯＧＹ）トラステッド アドバイザー。2008年～2009年 りそな銀行 内部監査部アドバイザー。2009年～2011年 りそなホールディ
ングス 執行役 内部監査部長。2011年～2016年埼玉りそな銀行 常勤監査役。2016年～2024年 太陽誘電 常勤監査役。2024年～ STAGEON 常勤監査役。

第３回例会 会場・着席型 オンライン



研究協力体制 ※順不同
【運営幹事】メンバーを代表して会合の企画・運営にご協力頂きます。
吹田　光生 氏  キヤノン㈱  経理本部  主席
浜田　和子 氏  ㈱大丸松坂屋百貨店  監査役
安田　順司 氏  ㈱ブリヂストン  日本セグメント内部監査部門長
三上　直樹 氏  ポーラ化成工業㈱ 監査役
北川　晴元 氏  ㈱資生堂  監査部長
村尾　貴司 氏  パーソルホールディングス㈱  グループ監査本部 本部長
新村　成彦 氏  キユーピー㈱  内部監査室長
福地　裕二 氏  ブラザー工業㈱ 内部監査部 部長

【アドバイザー】専門家視点から活動全般についてご助言頂きます。
武田　和夫 氏  共立女子大学  ビジネス学部  教授

【研究協力委員】幹事OBの視点から活動全般についてご助言頂きます。
吉田　邦雄 氏  元 富士ゼロックス㈱  経営監査部マネジャー (部長)、経営倫理実践研究センター（BERC）首席研究員
芹沢　　清 氏  元 中外製薬㈱  監査部長
西岡　　隆 氏  元 ㈱アミューズ  経営監査部 部長

第6回～第11回については、以下のテーマ（例示）ほか、メンバーからのご要望に沿って決定します。

Ⅰ．内部統制・監査を巡る関連テーマ、トピックス
⑴企業価値向上とESG、SDGsなど非財務活動の推進
⑵コーポレートガバナンスコードに関連した実務の影響
について
⑶監査等委員会、監査委員会、監査役会の各々の設置
会社の内部監査のあり方

Ⅱ．内部監査部門の運営
⑴監査手法・マニュアル・ツールの活用
⑵関係他部門（法務部門、内部統制部門、リスクマネジ
メント委員会等）間の連携
⑶監査役（関係会社監査役を含む）、外部監査人と内部
監査部門の連携
(4) 内部監査部門の人材育成のあり方
(5) グループ会社のガバナンス強化と内部監査のレベル
アップ、 親・子会社の連携と役割分担、
　派遣監査役制度など
Ⅲ．経営監査業務の推進
⑴経営に資する内部監査の仕組みづくり
⑵中期・年度監査計画の策定方法
⑶GRC、ERMによる監査テーマの選定方法と監査手法

⑷CSA実施企業の実態運用の事例紹介、内部監査への
応用
　～グループ全体のモニタリング機能をいかに強化すべきか～
⑸品質(内部、外部)監査と評価の考え方
⑹継続的モニタリング、アシュアランスの実践
⑺スリーディフェンスのすみわけ、連携による内部統制
機能の強化
⑻監査業務のアウトソーシング、コソーシングの展開
⑼往査時のインタビュー内容、具体的質問項目、
　自己評価シート項目など
Ⅳ．経営監査、業務（テーマ）監査の事例紹介
⑴経営戦略展開と連動した攻めの経営監査事例
　～経営監査が促す企業改革～
⑵本社スタッフ部門、管理間接部門の監査事例
⑶コンプライアンス監査の効率性と網羅性・効果測定
⑷会計不正と粉飾決算（有価証券報告書）の発見と調査
⑸M&A、合弁、アライアンスに係る監査事例
⑹テーマ監査のケーススタディ ・ 
　品質問題への社内対応と監査の具体的すすめ方

2027年2月4日㈭
第7回例会

2027年1月7日㈭
第6回例会

2027年3月11日㈭
第8回例会

2027年4月8日㈭
第9回例会

2027年5月13日㈭
第10回例会

2027年6月10日㈭
第11回例会

＊講師都合等によりスケジュールが変更になる場合がございます。予めご了承ください。

参加要領例会の構成と進め方 【事業コード：260062】

■お問い合わせ・お申込先
一般社団法人 企業研究会　担当：鈴木
TEL：03-5834-3920（代表）
E-mail：a-suzuki@bri.or.jp

  〒110-0015  台東区東上野1丁目13-7 ハナブサビル

■お試し（体験）参加について
第1回例会（8/6）は、入会ご検討中の方に限り、正式申込前にお試し
（体験）参加が可能です。
お試し（体験）参加ご希望の方は、体験参加にチェックしてお申し込みください。
※メンバー募集の一環として行っています。それ以外での目的の方はご遠慮
ください。基調講演後のグループディスカッションにもご参加いただける
方に限らせて頂きます。
※お試し（体験）参加後に正式入会頂く場合には参加費は正規料金となります。
　予めご了承ください。

■参加費：1名様（税込）

※分割払いなども承ります。お気軽にご相談ください。
※「正会員」とは一般社団法人企業研究会に法人会員として
　登録いただいている企業のことです。
※合宿研究会にご参加される場合には別途費用をご負担頂きます。
　予めご了承ください。

■お申込方法
下記ホームページ内の「第22期参加申込フォーム」からお申込みく
ださい。

※お試し（体験）参加の方も同じく「第22期参加申込フォーム」からお申し
込みください。

これからの経営監査を考える会 検  索

正会員 264,000円 一  般 302,500円
（本体価格240,000円） （本体価格275,000円）

●会場・着席型とオンライン配信の併用開催を基本とします。
●参加メンバーはギブアンドテイクをモットーに主体的な研究活動の成果向上に努めて頂きます。
●メンバー相互の親睦をはかるため、懇親会など別途おこないます。

15：45～17：00
メンバー相互の交流
ゲスト講演を受けて、小グループに分かれた意見交流

13：30～15：30
ゲスト講演またはメンバー企業による講演と意見交換 
①研究者、公認会計士、コンサルタントによる最新理論・動向の紹介
②先進企業によるケーススタディ

例
　
示


